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＜連絡事項＞

· 平　　義美　様～7/12、10：00～本日10：00迄外泊され、外泊状況良好で現在の状態で　　　　　　　　あれば受け入れは可能であると御家族よりお話があり本日10:00退院　　　　　　　　となっています。

· 木村　義重　様～排便6日無い為、排泄コントロール目的にてシンラック処方となって　　　　　　　　います。引き続き排泄状況や腹部の状態について観察と確認を行いま　　　　　　　　しょう。

· 佐々木　みね様～３７．０台の発熱あり。昨日より下痢が続いているとの事で内科診察　　　　　　　　にて下痢止め3P　3×1本日昼より2日分処方となっています。又牛乳、　　　　　　　　たまご類摂取禁止との指示あり。又、主治医診察にて下剤を除き、同　　　　　　　　内容の抗精神病薬臨時処方となっています。引き続き排便状況につい　　　　　　　　て観察していきましょう。又血便が見られた場合は検査する事になり　　　　　　　　ますので血便の有無も確認していきましょう。歩行時、起立時のふら　　　　　　　　つきが目立ちますので、転倒の恐れが有る際には腕を支えるなどの介　　　　　　　　助を行いましょう。

· 宮本　建蔵　様～御家族の確認が取れた為、本日15：00～明日17；00迄外泊となってい　　　　　　　　ます。

· 哘　　政広　様～6/23付けで生活保護を受ける事になっています。衣類購入の希望有り、　　　　　　　　スタッフ付添いでの外出となりますが、付添い料が発生する事を説明　　　　　　　　しています。外出時期については、本人の状態が現在不安定の為検討　　　　　　　　中です。

· 本多　富美　様～SW付添いにて今後数回のデイケア見学を予定していましたが、主治医　　　　　　　　より現在は体重管理、生活習慣を身につけていく事を優先していく方　　　　　　　　針とのことで、本日のデイケア見学は14：00から20～30分程度の見学　　　　　　　　の予定です。7/19、16：00から第２回ケア会議を行いますので、病棟　　　　　　　　担当スタッフ鶴ヶ崎NSは出席お願いします。

· 職員の顔写真の撮影期限が明日となっていますので、忘れずに各自撮りに行って下さい。

＜SWからの情報＞

· 宮本　建蔵　様～7/13、17：30本人から話が有るとの事でSWの方で面談しています。「誰　　　　　　　　かにつけられている。」「夜勤時、看護婦に指紋を採られた。」「中　　　　　　　　学校から自分をつけている奴が軽米に居る。」「自分をつけている警　　　　　　　　察が居て、経過が書いてあるレポートをスタッフが持っている。」「ド　　　　　　　　アノブからシールのような物で指紋を採られた。」「監視カメラがあ　　　　　　　　る。」等の訴え有り、その事を記されたノートを見せています。不安　　　　　　　　感について問うと「いつも不安だ。」話されており、スタッフに対す　　　　　　　　る不安も有る事から相談出来ずにいるとの事。退院後の生活について、　　　　　　　　「（不安感については）大丈夫。3ヶ月したら軽米に戻って独り暮ら　　　　　　　　しをして近くの病院へ行く。デイケアには来ないで働きたい。」と話　　　　　　　　され、自身の症状に対する認識が薄く、退院への焦りも見受けられま　　　　　　　　す。又、「妹の家に入る代わりに家賃を払う（4万8000円）」と話し　　　　　　　　ていますが、障害者年金の管理は妹様で自分はどれ位貰っているのか　　　　　　　　分からないという状況です。御家族から金銭面での話をされた事で、　　　　　　　　その事が気になり不安感を引き起こしていると考えられます。御家族　　　　　　　　に受け入れ態勢を再度確認する必要が有る為、主治医面談を進めてい　　　　　　　　きます。

＜OT作業報告・検討＞

· 晴山　美智子様～「具合が悪いからやらない。」と言った心気的な訴えが多く聞かれ、　　　　　　　　話を聞いていく内に「難しいからやりたくない。」と話され、逃避す　　　　　　　　る傾向が見られます。“何故作業に参加しているのか”という目的　　　　　　　　　を確認すると、取り組む事が出来ています。今回の入院に至る経過及　　　　　　　　び治療目的についての認識に欠けている為、適宜確認していきましょ　　　　　　　　う。

· 蛯名　勝幸　様～居眠り多く見られますが、声掛けにて起きて参加する事が出来ていま　　　　　　　　す。美術クラブについて気にする様子が見られます。今後も作業時の　　　　　　　　睡意の変化と共に表情・言動の変化等、気分高揚の徴候がないか観察　　　　　　　　と本人への確認を行っていきましょう。

· 吉田　光良　様～7/11「佐々木淳さん（北病棟）が風穴さんを蹴った。」と訴え有りま　　　　　　　すが、風穴様に確認した所その様な事は無く、佐々木様に付き添ってい　　　　　　　たスタッフからも事実関係が無かった事を確認しています。佐々木様の　　　　　　　状態が多弁傾向の為、自分の事を話しているのではないかと感じている　　　　　　　可能性が考えられます。作業状況には影響はありませんが、接触・トラ　　　　　　ブルに留意して適宜声掛けをしていきましょう。

· 庭野　弘樹　様～共同作業で手を休める事あり、「前が遅いから、回って来ない。」と　　　　　　　　いった発言聞かれ、周囲への配慮が出来ていない様子です。他の方の　　　　　　　　作業の大変さを伝えるも理解されず、自己評価も高い様子です。メモ　　　　　　　　帳作りでは「出来ない。」と話され、自分の作業の状況を問いただす　　　　　　　　も、はさみのせいにしています。自身の作業進度を振り返って頂く等、　　　　　　　　現実検討が出来るよう関わって行き、周囲への配慮についても促して　　　　　　　　行きます。

· 曽我　正子　様～行動に落ち着き無く、共同作業は全く出来ない状況です。静かな環境　　　　　　　　と簡単な作業を勧めるも、違う部屋に行き他者への干渉が見られます。　　　　　　　　その事を問いただすと、無言で部屋に戻り、表情にも硬さが見られて　　　　　　　　います。作業内容の指示に対し集中出来ない状況ですので、随時声掛　　　　　　　　けしていきます。

· 哘　　政広　様～SWへの手紙の件では、「感謝のつもりで書いた。」と話されています　　　　　　　　が、「西病棟に移って浮かれていた。」とも話しています。対人関係　　　　　　　　が上手く取れない事への不安もある様子です。作業では、「パソコン　　　　　　　　に向かっていればいい。」と話していますが、自身の思い通りにいか　　　　　　　　ないと「生保もいらない、東病棟に行ってもいい。」等逃避しようと　　　　　　　　する傾向が見られています。徐々に他の作業にも参加し、周囲と上手　　　　　　　　く関わっていけるよう援助していきます。

· 菅井　浩子　様～途中退席や見学が目立っています。本日の作業では、職員の声掛けに　　　　　　　　て最後まで行う事が出来ており、しかめ顔も見られません。無理せず　　　　　　　　ゆっくり作業を行うように促し、作業が無理な場合は見学だけでも良　　　　　　　　い事を伝えています。

· 北山　幸博　様～口調は荒いがイライラ感を訴えることは無く、周囲への話し掛けが多　　　　　　　　く見られます。作業については「自分は出来る。」といった発言が聞　　　　　　　　かれていますが、現在の状態を振り返る必要がある事を伝えています。　　　　　　　　病棟では、急にスタッフオフィス内に入ろうとしたりと逸脱した行為　　　　　　　　が見られています。自身の状態についてきちんと目を向けることを避　　　　　　　　けようとする傾向があり、スタッフに対する被害的な発言、操作しよ　　　　　　　　うとする言動も認められます。引き続き、現在の状態については本人　　　　　　　　に指摘し、病状変化に対する認識を深めて頂くと共に、症状管理の必　　　　　　　　要性についても認識して頂けるよう関わっていきましょう。

＜川端Dr担当患者様ケースカンファレンス＞

・駒木　　学　様～車の免許の更新ですが、入院証明があれば3年以内に退院できれば可能で有るとの事です。入院証明を出すと、現在の本人の状態から判断すると車の運転は困難と考えられます。更新手続きについては焦ることのないよう伝えています。又、退院請求の希望有り、いつでも出せる事を伝えていますが再度退院請求の仕組みについて説明していきます。ジプレキサを増薬を含め服薬調整を行っていきます。体重増加に注意して下さい。毎日の体重測定は継続していきます。本日主治医問診にて、リスパダール（1）4T（1-1-2）からリスパダール（1）3Tへ、ジプレキサ（5）1T　1×vdsからジプレキサ（10）2T　1×vds7月14日夕から7Tへ変更処方となっています。

· 庭野　弘樹　様～あと1ヶ月程度で退院予定となります。疾病教室に参加してい　　　　　　　　　　　ますが、本人の理解度を確認していく必要が有ります。就労に対する　　　　　　　　意欲があり、就労能力も有していると思われますので、退院後の生活　　　　　　　　についてどのようにしていくか検討していく必要が有ります。デイケ　　　　　　　　ア及び作業所への通所をすすめていく予定です。自己服薬管理は導入　　　　　　　　しても構いませんので担当の方は準備をお願いします。本日主治医問　　　　　　　　診にて、同内容で臨時薬継続処方となっています。

· 宮　　陽子　様～退院後は青山荘入所の予定です。今の所本人には焦りはない様子です。　　　　　　　　ただ、入所目的についての認識を深めていくための関わりが必要と思　　　　　　　　われます。

· 宮本　建蔵　様～本日より外泊となっています。外泊前に妹様・本人を交え、主治医面　　　　　　　　談行っています。主治医より本人の単身生活は困難である事を伝えて　　　　　　　　おり退院後は妹様との同居を続けること、週3回デイケアを、月2回位　　　　　　　　で訪問看護を利用する方向としていく事を伝えています。幻覚・幻聴　　　　　　　　は内在していますが病棟生活に支障が無い為、退院は御家族の受け入　　　　　　　　れ次第である事を改めて伝えています。

· 曽我　正子　様～行動に落ち着きのなさが見られ、「気分的にはしゃぐ。」と話さ　　　　　　　　　　れ自覚されている様子は伺えます。本日の主治医問診にて、炭酸リチ　　　　　　　　ウム（200）3C（0-0-3）3×ndeとデパゲンR（200）2T　1×vds7月14　　　　　　　　日より7日分追加し、臨時継続処方となっています。増薬により歩行　　　　　　　　時のふらつきや傾きが見られる可能性がありますので、観察と本人へ　　　　　　　　の確認、状態についての認識を深める事が出来るよう関わっていきま　　　　　　　　しょう。

· 佐々木　みね様～拒薬は無く服薬はスムーズに行なう事が出来ています。今後ジプレキ　　　　　　　　サ増薬しながら服薬調整を行う予定です。それに伴い興奮が出現する　　　　　　　　可能性がありますので観察と本人への確認を行っていきましょう。本　　　　　　　　日主治医問診にて、センナリドを除いた内容で臨時薬継続処方となっ　　　　　　　　ています。7/15朝からの開始となります。

· 下口　政子　様～免許更新は却下されています。支援センターの受け入れが整い次第退　　　　　　　　院となります。SWで受け入れ態勢のついて確認していく予定です。ジ　　　　　　　　プレキサ（10）2T、レボトミン（5）2Ｔ2×ndeがレボトミン（5）1T　　　　　　　　1×vdsへ変更、ヒベルナ（5）2Ｔ2×ndeが止めとなり臨時薬処方とな　　　　　　　　っています。

· 村上　幸子　様～現在服薬調整中で、活動性高まってきていますが、本人は「全然変わ　　　　　　　　らない。」と話しています。問診時には「眠れない。」との訴えも聞　　　　　　　　かれますが、デジレル（25）3T　1×vdsからデジレル（25）2T　1×v　　　　　　　　ds7月14日夕～7日分に変更し、臨時薬継続処方となっています。更に　　　　　　　　眠れなくなる可能性もありますので、睡眠状態の観察をしていきまし　　　　　　　　ょう。

· 稲垣　恵利子様～本日の主治医問診にて、臨時薬が同内容で継続処方となっており以後　　　　　　　　定期処方となります。







